
第 37 期 決 算 公 告
平成 22年７月 28日 佐賀県三養基郡みやき町大字簑原609番地

株式会社タイラ工業
取締役社長 松山佐登志

貸借対照表の要旨 (平成22年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 394,998 流 動 負 債 340,003
固 定 資 産 308,007 賞 与 引 当 金 69,165
有形固定資産 234,584 固 定 負 債 58,360
無形固定資産 748 退職給付引当金 58,360
投資その他の資産 72,675 株 主 資 本 305,080

資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 30,000
資 本 準 備 金 30,000
利 益 剰 余 金 215,080
利 益 準 備 金 15,000
その他利益剰余金 200,080
(うち当期純利益) (78,263)

評価・換算差額等 �438

資 産 合 計 703,005 負債・純資産合計 703,005
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